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A. 研究目的 

 小児甲状腺がんの標準的な診断・治療法

は現段階では成人の甲状腺癌の診断治療指

針に準じているのが実情である。一方、診

断のための検査や治療法に関しては年齢を

含めた患者背景が情報提供や相談支援に関

わってくる。現在おこなわれている福島県

民健康管理調査による甲状腺検査により小

児甲状腺癌の生物学的特性が明らかにされ

つつあるが、医療技術の飛躍的な進歩によ

り早期発見が可能となった現在、非侵襲的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あるいは侵襲的診断の適応、手術を含めた

治療の適応を議論すべきであり、個々の症

例に適した対応が必要である。以上の課題

を解決するため、本研究班では小児甲状腺

癌に関する情報提供と相談支援の体制を構

築し、研究で得られた情報をもとに診断治

療指針を作成する事とした。 

 

B. 研究方法 

 １）福島県立医科大学における小児甲状
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腺癌手術症例の検討 

  2011 年 10 月以降に甲状腺検査が開始

されたが、現在まで手術施行された 125 例

について臨床病期分類、病理組織診断、手

術術式、遺伝子変異解析をおこない、さら

に 115 症例について事故後 4 年未満に手術

施行された症例と事故後 4 年以上過ぎた後

に手術施行された症例の 2 群について臨床

病理学的解析をおこなった。 

 ２）情報提供・相談支援 

 各種学会にて研究成果を発表した。 

 ３）診断治療指針の作成 

  小児甲状腺癌診断・治療ガイドライン

を作成するにあたり、診断編と治療編の編

者を定め、CQ を作成した。さらに各々の

CQ に対して文献検索をおこなった。 

 

C. 研究結果 

 

 １）福島県立医科大学における小児甲状

腺癌手術症例の検討 

 福島県立医科大学で手術施行された 125

例のうち、男女比は 1:1.8 であった。診断時

年齢は9～23歳で平均年齢は17.8歳であっ

た。最大腫瘍径は 5～53mm で平均腫瘍径

は 14mm であった。腫瘍占拠部位は片側が

96%、両側が 3.2%、峡部が 0.8%であった。

術前の cTNM では、cT1 80.8%、cT2、cT3

がそれぞれ 9.6%で cT4(EX2)は認めなかっ

た。cT3 はすべて cEX1 であったが、その

中で 4cm を超えているものは 2 例あった。

cN0 は 77.6%、cN1 は 22.4%であった。ま

た、3 例に M1 を認め、いずれも術前 CT

検査で肺転移と診断されている。術後の

pTNM では、pT1 59.2%、pT2 1.6%、pT3 

39.2%、pT4 0%であった。pN0 は 22.4%、

pN1 は 77.6%であった。 

 手術術式は甲状腺全摘術が 11 例(8.8%)、

片葉切除または甲状腺半切除が 114 例

(91.2%)であった。術後病理診断は 123 例

(98.6%)が乳頭癌、1 例が低分化癌、1 例が

分類不能とされた特殊型であった。 

 115 例について事故後 4 年未満に手術施

行された症例と事故後 4 年以上過ぎた後に

手術施行された症例の 2 群について臨床病

理学的解析をおこなった。性、年齢、腫瘍

径 は オ ッ ズ 比 が １ 前 後 と 低 く 、

Intrathyroid spread, Extrathyroidal 

extension, Lymphatic/vascular invasion 

Lymph node metastasis, Distant 

metastasis もオッズ比が１前後であったが、

Multifocally のみオッズ比が高かった。 

 遺伝子変異解析は 63 症例に対して施行

され、BRAF(V600E)変異が 43 例（63.2%）

であった。一方、RET/PTC は 7 例（10.3%）

であった。 

 

 ２）情報提供・相談支援 

 2018年4月の第118回日本外科学会定期

学術集会において”Childhood and adolescent 

thyroid cancer occurrence in Fukushima 

prefecture after the Fukushima Daiichi 

Nuclear Power Plant Accident”の演題名でシ

ンポジウムをおこなった。2018 年 6 月の第

91 回日本超音波医学会において”特に小児若

年者甲状腺癌症例について”のパネルディス

カッションをおこなった。また、第 42 回日本

頭頚部癌学会の招待講演として” 福島におけ

る甲状腺癌検診と発見された小児若年者甲状

腺癌について”を発表した。10 月の第 41 回日

本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会では” 福

島県県民健康調査「福島における小児若年者
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甲状腺癌について」”を発表した。 

 

 ３）診断治療指針の作成 

 小児甲状腺癌診断・治療ガイドラインと

して、診断編と治療編の二つを構成した。

診断編は、１）健常小児若年者の甲状腺（解

剖など）、２）小児若年における甲状腺結

節・がんの疫学的事項、３）先天性異常に

伴う甲状腺腫、片葉欠損など、４）甲状腺

結節・がんの臨床像（症状や理学所見、転

移など）、５）小児甲状腺結節の病理、６）

診断の進め方、７）診断のための検査、８）

精査基準、９）Cancer survivor のための精

査基準、１０）その他の検査 の 10 項目を

選定し、それぞれにおいて CQ を選定した。

治療編では、１）甲状腺良性腫瘍、２）甲

状腺悪性腫瘍の 2 項目を選定し、それぞれ

において CQ を選定した。CQA-1-1: 健常

小児若年者の甲状腺の大きさは？、

CQA1-2: 甲状腺の形にはどのようなバリ

エーションがあるか？、CQA2-1-1: 小児甲

状腺結節・がんの発見動機／契機は何か、

CQA2-1-2: 小児甲状腺結節・がんは地域ヨ

ウ素摂取量に関連するか、CQA2-1-3:小児

甲状腺結節・がんのサイズは発見動機に関

連するか、CQA2-2-1: チェルノブイリにお

ける甲状腺結節・がんの頻度と疫学的特徴

は？、CQA2-2-2: 三県調査における甲状腺

結節・がんの頻度と疫学的特徴は？、

CQA2-2-3: 福島県県民調査「甲状腺検査」

における甲状腺結節・がんの頻度と疫学的

特徴は？、CQA2-3: 学校検診において、

CQA2-4: 小児慢性疾患のデータベースか

ら、CQA2-4-1: 小児甲状腺癌発症リスクの

高い集団は存在するのか、CQA3-1: 小児に

おける甲状腺腫にはどのような原因がある

か？、CQA3-2: ホルモン合成障害にはどの

ようなものがあるか？、CQA3-3: 小児にお

ける甲状腺腫は甲状腺癌のリスクか？、

CQA4-1: 小児甲状腺結節・がんではどのよ

うな臨床症状があるか？、CQA4-2: 小児甲

状腺結節・がんでは成人と比べて頚部リン

パ節転移や遠隔転移に違いがあるか？、

CQA5-1: 小児甲状腺癌の組織学的分類は

どの基準を用いるのか？、CQA5-2: 小児甲

状腺癌の組織像は成人例と異なるのか？、

CQA5-3: Microcarcinoma は小児甲状腺癌

に対して用いるのか？、CQA6-1: 超音波検

査の役割は成人と同様か？、CQA6-2: 穿刺

吸引細胞診の役割は成人と同様か？、

CQA7-1-1: 小児甲状腺に特有な超音波検

査所見は？、CQA7-1-2: 小児甲状腺良性結

節 に 特 有 な 超 音 波 検 査 所 見 は ？ 、

CQA7-1-3: 小児甲状腺がんに特有な超音

波検査所見は？、CQA7-2-1: 小児甲状腺結

節における細胞診の適応は？、CQA7-2-2: 

小児に特有の細胞診手技は？、CQA7-2-3: 

細胞診報告様式は何を用いるか？、

CQA8-1: 超音波検査精査基準は成人と同

様か？、CQA9-1: CCS(Childhood Cancer 

Survivor)の長期フォローアップにおける

甲状腺がんの適切なモニタリングの方法

は？、CQA10-1-1: 小児における甲状腺関

連検査の判定方法は成人と同様か？、

CQA10-2-1: FNA の際の遺伝子診断は、診

断・治療法選択に有用か、CQA10-2-2: 腫

瘍の遺伝子診断は、診断・治療法選択に有

用か、CQA10-3-1: どのような症例で遺伝

性甲状腺腫瘍を疑うか？CQA10-3-2: 遺伝

性甲状腺腫瘍を疑った場合に行う検査は？、

CQA10-3-3: 発症前 RET 遺伝学的検査は

いつ行うべきか？、CQB1-1-1: 小児甲状腺
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良性腫瘍の手術適応はいかなるものか？、

CQB1-1-2: 成 人 と 異 な る 点 は ？ 、

CQB1-2-2: 小児甲状腺良性腫瘍の手術で

甲状腺切除範囲は以下にするか？、

CQB1-2-3: 小児甲状腺良性腫瘍に内視鏡

手術は適応となるか？、CQB1-2-4: 成人と

異なる点は？、CQB2-1a-1: 小児甲状腺乳

頭がんのリスク分類は？、CQB2-1a-2: 乳

頭がんの手術適応は小児と成人と異なる点

は？、CQB2-1b-1: 小児甲状腺乳頭がんに

おける適切な甲状腺切除範囲は？、

CQB2-1b-2: 小児甲状腺乳頭がんで気管周

囲郭清は行うべきか？、CQB2-1b-3: 小児

甲状腺乳頭がんで側方頚部郭清は行うのは

どのようなときか？、CQ2-1b-4: 小児甲状

腺乳頭がん手術における手術合併症で成人

と異なる点は？、CQB2-1c-1: 小児甲状腺

乳頭がん手術における手術合併症で成人と

異なる点は？、CQB2-1c-1: 小児甲状腺乳

頭癌術後に TSH 抑制療法を行うのはどの

ようなときか？、CQB2-1d-1: Ablation 適

応は？、CQB2-1e-1: RAI 大量治療の適応

は？、CQB2-1e-2: 大量治療時の RAI の用

量と安全な累積 RAI 量とは？、CQB2-2-1: 

腺葉切除後に判明した濾胞癌において補完

全摘、アブレーションの適応は？、

CQB2-3-1: 未発症 RET 変異保有者に対す

る手術適応は？、CQB2-3-2: 小児遺伝性髄

様癌に対する手術法は？、CQB2-4-1: 小児

甲状腺低分化癌とはどのようなものか、成

人と異なる点は？、CQB2-4-2: 小児甲状腺

低分化癌の治療方針は、成人と異なる点

は？、CQB2-6-1: 小児甲状腺癌で TKI が適

応となる場合は？、FCQ1: 手術術式

（Active Surveillance するのか手術するの

か、葉切除なのか全摘なのか）、FCQ2: RAI

治療、FCQ3: TKI などの分子標的治療、

FCQ4: 家族性腫瘍に関する発症前診断、

FCQ5: Active Surveillance 

 それぞれの CQ に対してキーワードおよ

び参考論文を抽出し文献検索をおこなった。 

 

 

D. 考察 

 小児若年性甲状腺がんにおける情報提供

と相談支援の体制構築のためには、小児若

年性甲状腺がんの診断および治療がどのよ

うにおこなわれているかを明らかにするこ

とが必要である。しかし、エビデンスレベ

ルの高い関連論文がほとんどない小児若年

性甲状腺がんの診断・治療の標準化をおこ

なうためには、東日本大震災以降に発見さ

れた小児若年性甲状腺がんやチェルノブイ

リ原発事故後の小児若年性甲状腺がん、あ

るいは日本および世界各国の症例の情報収

集が必要である。 

 福島県立医科大学での小児若年者の甲状

腺癌の手術例では、片葉切除が多く、腫瘍

径は平均 14mm であり、遠隔転移は約 2%

であった。また、リンパ節転移や甲状腺外

浸潤はいずれも高率であり、特にリンパ節

転移は 70%に認められた。海外での小児若

年者の報告例では平均腫瘍径が大きく、肺

転移が高率であるとの報告もあるため、今

後も国内および海外の情報収集が必要であ

ると考えられる。 

 手術術式はチェルノブイリ事故後の症例

では大半が全摘術を行っているのに対し、

福島県立医科大学の症例では片葉切除が大

半であり、全摘例は少なかった。我が国の

ガイドライン（成人甲状腺癌）ではハイリ

スク症例は全摘が推奨され、低リスク症例
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には片葉切除が勧められているが、中間リ

スクに対しては各施設に決定が委ねられて

いる。福島県立医科大学の小児若年性甲状

腺癌に関しては、年齢が独立した予後因子

であること、わが国では予防的アイソトー

プ治療を若年者には特に推奨していないこ

と、全摘での永続的なホルモン補充への若

年者に対する心理的負担やコンプライアン

スの問題から日本の主立った甲状腺外科内

科の専門家によるコンセンサスからも、で

きるかぎり片葉切除にとどまることになっ

たという経緯がある。 

 本研究班で解析した福島県立医科大学の

小児若年性甲状腺がんだけでなく、過去の

国内の詳細な症例の解析や海外の事例の情

報収集を行うことは、本研究班で作成する

診療治療指針にも必要不可欠である。 

 

E. 結論 

 本年度は昨年度に引き続き福島県立医科

大学の症例を中心に小児若年性甲状腺癌に

ついて解析した。さらに、学会において現

在の研究の進行状況を発表した。小児甲状

腺癌の情報提供と相談支援の体制構築のた

めには、国内および海外の知見の集約と専

門家からの意見を集約した診断治療指針の

作成が必要であり、今後も各学会と連携し、

本研究班の活動を継続する予定である。 

 

F. 健康危険情報 

該当なし 
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